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図１　尾張守護所の位置

尾
張
守
護
所
の
変
遷
と
織
田
信
長
の
都
市
づ
く
り

　
戦
国
時
代
を
駆
け
抜
け
た
織お

だ
の
ぶ
な
が

田
信
長
は
、
近
世

と
い
う
新
時
代
を
切
り
開
い
た
立
役
者
の
一
人
で

す
。
尾お

わ
り張

守し
ゅ
ご
だ
い

護
代
家
（
織お

だ
や
ま
と
の
か
み

田
大
和
守
家
）
の
家
臣

で
清き

よ
す須

三
奉ぶ

ぎ
ょ
う行

の
一
つ
で
あ
っ
た
織
田
信の

ぶ
ひ
で秀

（
織

田
弾だ

ん
じ
ょ
う
の
ち
ゅ
う
け

正
忠
家
）
の
嫡ち

ゃ
く
な
ん男
と
し
て
生
ま
れ
た
信
長

は
、
尾
張
を
支
配
し
天
下
統
一
を
目
指
し
て
い
く

中
で
、
い
か
に
し
て
新
し
い
世
の
中
の
イ
メ
ー
ジ

を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
本
展
示

で
は
、
近
年
重
要
な
発
見
が
相
次
い
で
い
る
発
掘

調
査
の
成
果
か
ら
、
そ
の
一
端
を
考
え
て
み
ま
し

た
。

　
織
田
信
秀
や
信
長
が
登
場
す
る
以
前
の
尾
張
国

の
中
心
は
下お

り
づ津
（
現
在
の
稲
沢
市
）
に
あ
り
ま
し

た
。
当
時
、
尾
張
を
掌
握
し
て
い
た
の
は
、
室
町

幕
府
の
三
管か

ん
れ
い領

の
筆
頭
で
尾
張
国
守
護
で
も
あ
っ

た
斯し

ば波
氏
と
守
護
代
織
田
氏
で
す
。
彼
ら
は
主
に

京
都
に
い
て
、
守し

ゅ
ご
し
ょ

護
所
下
津
に
は
守し

ゅ
ご
ま
た
だ
い

護
又
代
の
織

田
常じ

ょ
う
ち
く
竹
ら
が
駐
在
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
下
津
の

守し
ゅ
ご
や
か
た

護
館
の
実
像
は
ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
大
き
な
寺
院
が
並
び
、
下お

り
づ津

五い
つ
か
い
ち

日
市
を
中
心

に
商
業
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
十
五
世
紀
後
半
に
は
、
応お
う
に
ん仁

・
文ぶ

ん
め
い明

の
乱

に
よ
り
日
本
全
体
が
戦
乱
の
世
と
な
り
、
尾

張
で
も
守
護
と
守
護
代
が
東
西
に
二
分
さ
れ
、

乱
後
の
守
護
所
は
清き

よ
す須

と
岩い

わ
く
ら倉

に
分
立
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
守
護
と
守
護

代
も
尾
張
に
滞
在
す
る
こ
と
が
増
え
、
清
須

と
岩
倉
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二に

じ
ゅ
う
ぼ
り

重
堀
で
囲
ま
れ
た

方
形
の
守
護
館
（
居き

ょ
か
ん館

）
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
居
館
は
足
利
将
軍
邸
を
模
倣
し
た
と
思

わ
れ
、
そ
こ
で
は
形
式
に
則
っ
た
武
家
儀
礼

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
信
長
は
分
裂
し
た
尾
張
を
統
一
し
て
い
く
中

で
、
弘こ

う
じ治

元
年
（
一
五
五
五
）
に
清
須
城
に
入
り

ま
し
た
。
清
須
で
は
、
新
た
に
武
家
屋
敷
群
の
南

側
に
鍛か

じ冶
職
人
た
ち
を
集
め
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
城
や
城
下
町
を
大
き
く
改
変
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
信
長
が
本
格
的

に
新
し
い
城
と
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
の
は
小こ

牧ま
き

か
ら
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
尾
張
に
は
な
か
っ
た

石
造
り
の
城
を
構
え
、
商
工
業
者
を
城
下
に
集
め

定
住
さ
せ
る
と
い
う
画
期
的
な
城
と
城
下
町
は
、

後
の
安あ

づ
ち土

や
大お

お
さ
か坂

に
つ
な
が
る
先
進
的
な
も
の
で

す
。
一
体
、
こ
の
発
想
が
ど
こ
か
ら
出
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
、
と
て
も
興
味
深
い
謎
で
す
。

　
尾
張
の
中
心
地
で
あ
り
続
け
た
清
須
は
、
信
長

の
死
後
に
次
男
織
田
信の

ぶ
か
つ雄
に
よ
っ
て
、
近
世
的
な

城
と
城
下
町
に
変
貌
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
発
展
は
目
覚
ま
し
く
、
東
日
本
で
随
一

の
都
市
に
ま
で
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
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図 2　 尾張国（知多郡等を除く）における守護・守護代・守護所の変遷模式図

1450年

1460年

1470年

1480年

1490年

1500年

1510年

1530年

1520年

1550年

1540年

1560年

1570年

下津
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斯波義敏（在京？）

1460

1453

斯波松王丸（在京？）
斯波義廉（在京？）

斯波義敏
（在京？）

清須 岩倉

守護 守護代

織田敏広（在京？）

東軍
斯波義廉
（在京？）

（尾張）

（越前）
斯波義良
（越前）

（尾張）

（近江）
（尾張）
（近江）
（尾張）

斯波義達
（遠江）

（遠江）
（尾張）

斯波義敦義達か？
（遠江）

斯波義統
（？）

斯波義統
（尾張）

斯波義銀
（尾張）

小牧
清須？

織田敏広
（在京？）

織田敏定
（在京？）

西軍東軍

（近江）
（尾張）
（近江）
（尾張）

織田寛村
（尾張）

織田達定？
（尾張）

織田達定
（尾張）

織田達勝？
（尾張）

織田信長
（尾張）

織田彦五郎信友か？
（尾張）

（尾張）

織田寛広
（尾張）

この頃は
織田敏信？
（尾張）

この頃は
織田信安？
（尾張）

織田信賢
（尾張）

守護所

1466

1475

1479

1466

1478

1475
1478

1481

1493
1491
1489
1487

1483

1493
1491
1489
1487

1481

1496

1555
1554
1550

1554
1553

1536
1533

1513

1516
1514

1510

1561 　斯波義銀が織田信長
に国外追放される。

1559

1563

1567

1554

1567

1559

在
国

在
京
な
ど

不
明

凡例

1479

1580年

1590年

西軍

？

？

？

？

（尾張）

？

？

織田達勝
（尾張）

？

？

織田信安
（尾張）

1586

織田信忠
（岐阜）

織田信雄
（長島）

（尾張）

1575

1582

1586

1590
清須

1467

1477

応仁・文明の乱

守護
｜

守護代
（守護を補佐する役）

｜
守護又代

（守護代を補佐する役）

＊支配体制
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写真 2　紅白に焼き分けられた土師器皿
 （饗宴などに使用されたと思われます。）

図 3　下津宿遺跡の主要遺構図

下
津
（
愛
知
県
稲
沢
市
）

―
寺
院
と
市
の
に
ぎ
わ
い
―

　
応お

う
え
い永

七
年
（
一
四
〇
〇
）
に
守し

ゅ
ご
ま
た
だ
い

護
又
代
織
田

常じ
ょ
う
ち
く

竹
が
城
を
築
い
た
と
伝
え
ら
れ
、
少
な
く
と

も
同
十
八
年
（
一
四
一
一
）
に
は
尾お

わ
り張
守し

ゅ
ご
し
ょ

護
所

が
下お

り
づ津

に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

文ぶ
ん
め
い明
八
年
（
一
四
七
六
）
に
焼
亡
し
て
守
護
所

が
清き

よ
す須
ま
た
は
岩い

わ
く
ら倉
へ
と
移
転
す
る
ま
で
は
、

尾
張
の
中
心
的
な
都
市
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

　
下
津
は
青あ
お
き
が
わ

木
川
に
よ
る
自
然
堤
防
（
微
高

地
）
上
に
あ
り
、
中
世
初
頭
か
ら
鎌か

ま
く
ら
か
い
ど
う

倉
街
道
と

河
川
が
交
わ
る
交
通
の
要
衝
と
し
て
宿し

ゅ
くや
市い

ち

が

栄
え
て
い
ま
し
た
。
守
護
所
が
あ
っ
た
段
階
の

下
津
に
つ
い
て
は
、
研
究
が
精
力
的
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
定
説
を
得
て
い
ま
せ

ん
。
特
に
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
行
わ
れ
た

下お
り
づ
し
ゅ
く

津
宿
遺
跡
（
鎌

か
ま
く
ら
か
い
ど
う
し
ゅ
う
へ
ん

倉
街
道
周
辺
遺
跡
か
ら
改
称

さ
れ
ま
し
た
）
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
十
五
世

紀
の
遺
構
や
遺
物
が
多
量
に
発
見
さ
れ
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
変
更
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
調
査
区
の
西
半
部
で
は
、
区く

か
く
み
ぞ

画
溝
や
柱ち

ゅ
う
け
つ穴な

写真 1　下津宿遺跡　11D 区の遺構（南から）
 （柱穴やゴミ穴が繰り返し掘られています。）
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写真 3　下津宿遺跡　10D 区の遺構（東から）
 （寺院跡？を区画する東西溝が発見されました。）

図 3　下津宿遺跡の主要遺構図

ど
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
一
辺
が
約
一
町ち

ょ
う（
お
よ

そ
百
メ
ー
ト
ル
）
単
位
の
方
形
区
画
が
復
元
さ
れ

ま
し
た
。
饗き

ょ
う
え
ん宴に

使
用
さ
れ
た
土は

じ
き
さ
ら

師
器
皿
（
＊
コ

ラ
ム
参
照
）
や
古こ

せ

と
瀬
戸
の
仏ぶ

つ
ぐ具

・
石せ

き
と
う塔

類
な
ど
が

目
立
つ
こ
と
と
、「
不ふ

だ
ん
こ
う
じ

断
光
寺
」
と
い
う
地
名
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
〇
D
区
で
は
大
き
な
寺
院
跡

で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
東
半
部
の
青
木
川
付
近
の
地
区
で
は
、

多
く
の
柱
穴
や
ゴ
ミ
穴
が
繰
り
返
し
掘
ら
れ
た
状

況
が
確
認
さ
れ
、
金
属
製
品
の
生
産
に
伴
う
産
業

廃
棄
物
（
鉄て

っ
さ
い滓

・
羽は

ぐ
ち口

な
ど
）
が
多
数
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
商
工
業
者
な
ど
が
活

発
な
活
動
を
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
、
川
岸
に
開

か
れ
た
「
五い

つ
か
い
ち

日
市
」
に
関
連
す
る
市い

ち
ま
ち町

で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
下
津
は
鎌
倉
街
道
に

沿
っ
て
寺
院
が
建
ち
並
び
、
河
川
交
通
と
交
わ

る
場
所
で
商
工
業
が
発
展
し
た
景
観
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
肝
心
の
中
心
と
な
る
守し

ゅ
ご
や
か
た

護
館

（
居き

ょ
か
ん館
）
の
位
置
が
今
も
は
っ
き
り
と
分
か
り
ま

せ
ん
。
戦
国
時
代
に
太お

お
た
せ
い
ぞ
う

田
清
蔵
が
居
城
し
た
と
い

わ
れ
る
現
下
津
小
学
校
付
近
の
城

じ
ょ
う
か
く郭

遺
構
を
想
定

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
案
外
、
守
護
た
ち
が

下げ
こ
う向

す
る
時
に
下お

り
づ
し
ょ
う
げ
ん
じ

津
正
眼
寺
な
ど
の
大
寺
院
に
寄

宿
し
た
だ
け
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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写真 5　武家屋敷 ( 南から） 清須市教育委員会提供

（居館の南約 100mの地点にある屋敷の内部には堀立柱
建物や井戸が広がっています。）

図4　前期清須城下町の復元想定図　（2008年　鈴木作成を改変）

清
須
（
愛
知
県
清
須
市
）

―
守
護
館
と
武
家
屋
敷
　
　
　

　
　
　
そ
し
て
商
職
人
―

　
清き

よ
す須
も
応お

う
え
い永
年
間
に
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、尾お

わ
り
し
も
に
ぐ
ん

張
下
二
郡
（
海か

い
せ
い西

郡
と
愛あ

い
ち知

郡
）

を
管
轄
し
た
織
田
敏と

し
さ
だ定
（
大や

ま
と
の
か
み

和
守
系
）
が
守し

ゅ
ご
し
ょ

護
所

を
移
転
し
た
文ぶ

ん
め
い明
十
年
（
一
四
七
八
）
以
降
に
大

き
く
発
展
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
織
田
信の

ぶ
か
つ雄

が

清
須
城
を
改
修
す
る
天

て
ん
し
ょ
う正
十
四
年
（
一
五
八
六
）

以
前
の
時
期
を
「
前
期
清
須
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
清
須
は
下お

り
づ津
の
南
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置

に
あ
り
、
五ご

じ
ょ
う
が
わ

条
川
に
よ
る
自
然
堤
防
お
よ
び
後
背

湿
地
上
に
立
地
し
ま
す
。
清
須
に
関
す
る
研
究
は

多
く
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
が
、
前
期
清
須
の
景
観

に
つ
い
て
は
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
点
が
多
い
で

す
。

　
中
心
と
な
る
守し

ゅ
ご
や
か
た

護
館
（
居き

ょ
か
ん館

）
の
位
置
は
、
幅

七
〜
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
堀
が
数
ヶ
所
発
見
さ
れ

た
五
条
川
東
岸
（
現
「
清き

よ
す
じ
ょ
う

洲
城
」
が
建
つ
あ
た

り
）
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
居
館
の
形
ま
で

写真 4　居館の外堀（西から） 清須市教育委員会提供

	 （幅約７mの堀が L字状に屈曲して見つかっています。）
津島迄道

上畠神明社

寺

萩原迄道
御園神明社

御園市場
小牧街道？

那古野街道
市場

山王社
中
市
場
？

宮迄道

五条川

愛宕社
小市場

居館

武家屋敷群

北

武家屋敷群

武家屋敷群

鎌倉街道

津島迄道

上畠神明社

寺

萩原迄道
御園神明社

御園市場
小牧街道？

那古野街道
市場

山王社
中
市
場
？

宮迄道

五条川

愛宕社
小市場

居館

武家屋敷群

北

武家屋敷群

武家屋敷群

鎌倉街道

御園市場御園市場御園市場御園市場御園市場御園市場御園市場御園市場御園市場御園市場御園市場御園市場御園市場御園市場

市場市場市場市場市場市場市場市場市場市場市場市場市場市場市場

0　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　500m
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写真 6　白木の折敷と箸
（折敷は本来ほぼ正方形のものですが、これは半分に折ら
れた状態で捨てられていました。）

写真 8　瓦
が き ふ ろ

器風炉
（居館南側の武家屋敷から出土しました。茶の湯の際
に湯をわかす道具として使われました。）

写真 9　土師器の皿の出土状態
（武家屋敷の堀から大量に捨てられた皿が出土しました。）

を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
新
た
な
発
見
や
見

解
が
現
れ
る
た
び
に
そ
の
復
元
案
は
変
更
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
二に

じ
ゅ
う
ぼ
り

重
堀
で
囲
ま
れ
た
一
辺
が

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
方ほ

う
け
い
き
ょ
か
ん

形
居
館
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
四
年
春
に
発
見
さ
れ

た
堀
（
表
紙
写
真
）
か
ら
み
て
、
そ
の
仮
説
が
正

し
い
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

　
居
館
の
南
北
に
は
、
堀
で
囲
ま
れ
た
家か

し
ん
だ
ん

臣
団
の

武
家
屋
敷
が
地
形
に
合
わ
せ
て
建
ち
並
び
ま
し

た
。
居
館
や
武
家
屋
敷
で
は
土は

じ
き
さ
ら

師
器
皿
・
白し

ら
き木

の

折お
し
き敷

と
箸は

し

が
多
量
に
出
土
す
る
場
合
が
あ
り
、
盛

ん
に
足
利
将
軍
家
を
模
倣
し
た
武
家
儀
礼
が
行
わ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
武
家
屋
敷
の
外
側
で
は
、
神
社
の
門
前

や
川

か
わ
み
な
と港
推
定
地
で
市い

ち
ば場
が
展
開
し
た
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
末
に
発
掘
調
査
さ
れ

た
武
家
屋
敷
群
の
南
で
は
、
鋳い

が
た型
や
鉄て

っ
さ
い滓
な
ど
が

多
量
に
発
見
さ
れ
、
金
属
加
工
を
生
業
と
し
た

人
々
が
活
発
な
生
産
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
明
確
な
屋や

し
き
わ
り

敷
割
は
見
え
な
い
こ
と

か
ら
、
町ま

ち
や屋
と
い
う
整
っ
た
屋
敷
を
構
え
て
は
い

な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
地
点
で
は
十
六
世
紀
中
頃

の
陶
磁
器
類
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
信
長
が
清
須

に
在
城
し
た
頃
に
盛
ん
に
活
動
し
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

写真 7　武家屋敷を囲む堀（南から）
（居館の南約 50mの地点で２本の堀が発見されました。
屋敷はそれぞれ堀を持っていたことが分かります。）
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図 5　岩倉城下町復元想定図　（2006 年　鈴木作成を改変）

写真 10　居館東辺の外堀（北から）
	 （幅約 12m、深さ約 3.5mの規模をもつ箱堀です。）	

写真 11　区画溝から出土した木製品
（使用後X字状に組み合せた折敷底板があります。）

岩
倉

(

愛
知
県
岩
倉
市
）

―
守
護
館
で
の
儀
礼
と
祈
り
―

　
尾お

わ
り
か
み
よ
ん
ぐ
ん

張
上
四
郡
（
葉は

ぐ
り栗

・
丹に

わ羽
・
中な

か
し
ま島・

春か
す
が
い

日
井
郡
）

を
掌
握
し
た
伊い

せ
の
か
み

勢
守
系
織
田
氏
の
拠
点
で
あ
っ

た
岩い

わ
く
ら
じ
ょ
う

倉
城
は
、
下お

り
づ津
の
北
東
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
位
置
に
あ
り
、
五
条
川
に
よ
る
自
然
堤
防
上
に

立
地
し
ま
す
。
守し

ゅ
ご
だ
い

護
代
織
田
敏と

し
ひ
ろ広

が
文
明
十
一
年

（
一
四
七
九
）
に
城
を
築
い
た
と
い
わ
れ
、
永え

い
ろ
く禄

二
年
（
一
五
五
九
）
に
織
田
信
長
に
よ
っ
て
攻
め

ら
れ
焼
亡
し
ま
し
た
。

　
岩
倉
に
関
す
る
研
究
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
か

ら
三
年
間
に
わ
た
り
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
岩
倉
城
遺
跡
の
発
掘

調
査
に
よ
り
大
き
く
進
展
し
ま
し
た
。
調
査
区
が

守し
ゅ
ご
や
か
た

護
館
（
居き

ょ
か
ん館

）
を
横
断
す
る
形
で
設
定
さ
れ
、

居
館
の
東
西
が
二
重
の
堀
で
囲
ま
れ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。こ
の
成
果
を
受
け
、

周
辺
の
地
形
や
現
存
す
る
地
名
な
ど
を
検
討
し
た

結
果
、
清き

よ
す須
と
同
様
に
、
居
館
と
武
家
屋
敷
お
よ

び
寺じ

し
ゃ社

と
市い

ち
ば場

で
構
成
さ
れ
る
城
下
町
が
想
定
さ

れ
ま
し
た
。

？
？

？
？

？

？
？

？
？

？ ？ ？
？？？

？？
？？

？
？

N

？

？

卍

卍
誓願寺

下市場

県明神社

神明社

大市場

居屋敷

吉祥寺

卍浄正寺

居館

神明生田神社?

五条川

武家屋敷群？

武家屋敷群？

？
？

？
？

？

？
？

？
？

？ ？ ？
？？？

？？
？？

？
？

N

？

？

卍

卍
誓願寺

下市場

県明神社

神明社

大市場

居屋敷

吉祥寺

卍浄正寺

居館

神明生田神社?

0　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　500m

五条川

武家屋敷群？

武家屋敷群？
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写真 13　獅子頭
	 （X 字状折敷底板といっしょに出土しました。）

写真 14　瓦
が き ひ ば ち

器火鉢
	 （居館内部を区画する溝から出土しました。）

写真 12　土師器皿
（大小２つの大きさの皿が出土しました。大きい皿は
ロクロで作られたもの、小さい皿は手づくねで作ら
れたもので、製作方法が異なります。）

　
五
条
川
西
岸
に
あ
る
一
辺
が
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
少
し
い
び
つ
な
方ほ

う
け
い
き
ょ
か
ん

形
居
館
は
、
内
部

が
さ
ら
に
堀
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
て
お
り
、
そ

こ
か
ら
土は

じ
き
さ
ら

師
器
皿
や
白し

ら
き木

の
折お

し
き敷

な
ど
が
多
数

出
土
し
ま
し
た
。
居
館
内
で
武
家
儀
礼
が
行
わ

れ
た
と
思
わ
れ
、
岩
倉
の
場
合
は
呪じ

ゅ
ふ
も
っ
か
ん

符
木
簡
や

形か
た
し
ろ代

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

　
居
館
の
南
と
五
条
川
対
岸
に
は
、
地
割
か
ら
み

て
方
形
区
画
の
武
家
屋
敷
が
並
ん
で
い
た
と
想

定
さ
れ
、
屋
敷
群
全
体
を
囲
む
堀
が
あ
っ
た
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
居
館
の
南
側
に

神し
ん
め
い明
生い

く
た
し
ゃ

田
社
、
対
岸
に
神し

ん
め
い
し
ゃ

明
社
が
存
在
し
、
地

名
か
ら
み
て
門
前
に
は

そ
れ
ぞ
れ
「
下し

も
い
ち
ば

市
場
」

と
「
大お

お
い
ち
ば

市
場
」
が
存
在

し
た
の
で
し
ょ
う
。

　
残
念
な
が
ら
、
岩
倉

で
は
そ
の
後
の
発
掘
調

査
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

城
下
の
武
家
屋
敷
や
市

場
の
具
体
的
な
様
子
は

全
く
分
か
ら
な
い
の
が

現
状
で
す
。

コラム
　土師器皿からみる武家儀礼

　下津や清須や岩倉など地域支配の拠点となる城館遺
跡からは、土

は じ き さ ら
師器皿のみが大量に廃棄された遺構がよ

く発見されます。まだ十分に使用できそうな皿が何十
枚も何百枚も出土するのです。ここから土師器皿が饗
宴や儀礼などに使われた後すぐに捨てられたのだろう
と容易に想像されます。素焼きの器は清浄なものとい
う観念があったかもしれません。

　こうした土師器皿の大量廃棄は、遺跡の中枢部にい
くほど、廃棄される枚数が増加し、使用された皿の種
類（特に大きさ）が増える傾向があります。中枢部で
は複雑な儀礼が頻繁に行われていたのでしょう。この
土師器皿は、色や形や作り方などが京都の土師器皿（か
わらけ）を模倣して製作されたものと考えられていま
す。どの部分をどの程度マネするのかは地域によって
異なりますが、それを使用した儀礼も京都の将軍邸で
行われている武家儀礼に準えたものと推測されます。

　下津では直径が 20センチを超える特大な皿も出土
しており、まさに守護所に相応しいものといえるで
しょう。
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写真 15　小牧山城と城下町（南から） 小牧市教育委員会提供

	 （手前が小牧城下町―新
しんまち

町遺跡―の発掘調査地点です。）

図 6　小牧城下町復元想定図　（2006 年　鈴木作成）

小
牧
（
愛
知
県
小
牧
市
）

―
近
世
的
城
郭
へ
の
動
き

　
　
　
　
　
　
石
垣
と
町
屋
―

　
父
織
田
信の

ぶ
ひ
で秀
の
死
去
に
よ
り
勝し

ょ
ば
た幡
織
田
家
の
当
主
と

な
っ
た
織
田
信
長
は
、
清き

よ
す須

の
守し

ゅ
ご
だ
い

護
代
家
の
坂さ

か
い
た
い
ぜ
ん

井
大
膳

を
破
り
、
さ
ら
に
永え

い
ろ
く禄
二
年
（
一
五
五
九
）
に
岩い

わ
く
ら倉
の

織
田
信の

ぶ
か
た賢
を
滅
ぼ
し
て
尾
張
を
統
一
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
翌
年
に
は
桶お

け
は
ざ
ま

狭
間
の
戦
い
で
東
の
脅
威
で
あ
っ
た

今
川
氏
を
破
り
、
い
よ
い
よ
上じ

ょ
う
ら
く洛に
向
け
て
美み

の濃
攻
略

寺町？

神明社

間々

小牧山城

惣堀

居館？

卍
西林寺？

御
園
町

紺
屋
町

鍛
冶
屋
町

油屋町

新町 京町

武家屋敷？

武家屋敷

武家屋敷

武家屋敷？？

五
条
川

市場？

市場？

N

0 500m
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写真 16　石垣	 小牧市教育委員会提供

（発掘調査により織田信長段階までさかのぼることが分か
りました。）

写真 17　町屋の様子（上
かみみその

御園遺跡）　　	小牧市教育委員会提供

（細長く区画された屋敷に掘立柱建物などが並んでいました。）

図 7　町屋の模式図 （小牧市教育委員会提供 )

( 各屋敷の内部には井戸や建物が同じように配置されまし
た。）

へ
と
動
き
始
め
ま
し
た
。
そ
の
足
が
か
り
と
し
て
永
禄

六
年
（
一
五
六
三
）
に
築
い
た
の
が
小
牧
山
城
で
す
。

　
信
長
は
小こ
ま
き
や
ま

牧
山
上
に
石
垣
を
巡
ら
せ
た
城じ

ょ
う
か
く郭

を
造

り
、
山さ

ん
ろ
く麓

に
は
信の

ぶ
な
が
や
か
た

長
館
を
は
じ
め
と
す
る
武
家
屋
敷
群

を
配
置
し
、
南
に
広
が
る
広
大
な
洪
積
台
地
に
計
画
的

な
城
下
町
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
先
進
的
な
城

と
町
の
存
在
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

一
部
で
は
小
牧
・
長
久
手
の
戦
の
頃
の
も
の
で
は
な
い

か
と
い
う
疑
い
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
小

牧
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
継
続
的
な
発
掘
調
査
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
遺
構
が
信
長
段
階
ま
で
遡
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
に
わ
か
に
小
牧
の
先
進
性

が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
山や

ま
じ
ろ城

の
主し

ゅ
か
く郭

を
巡
る
石
垣
は
近
隣
の
岩い

わ
さ
き
や
ま

崎
山
な
ど
か

ら
切
り
出
さ
れ
た
巨
石
が
野の

づ
ら
づ

面
積
み
さ
れ
、
そ
の
石
垣

石
に
は
築
造
に
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
佐
久
間
」
と

い
う
名
前
が
墨ぼ

く
し
ょ書
で
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
瓦

は
全
く
出
土
し
て
お
ら
ず
、
瓦か

わ
ら
ふ葺
き
天て

ん
し
ゅ守
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
山
麓
に
巡
る
武
家
屋
敷
は
、清
須
や
岩
倉
と
同
様
に
、

周
囲
に
堀
を
巡
ら
せ
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
主
郭
や
武

家
屋
敷
群
で
は
、
土は

じ
き
さ
ら

師
器
皿
を
多
量
に
廃
棄
し
た
遺
構

は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
特
に
大
形
品
が
少
な
い
の
が
特

徴
で
す
。
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
ま
で
の
わ
ず
か
四

年
間
し
か
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
旧

来
の
武
家
儀
礼
は
あ
ま
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　
小
牧
で
最
も
革
新
的
な
点
は
、
商
工
業
者
を

計
画
的
に
整
備
さ
れ
た
町
屋
に
集
め
て
活
動
さ

せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
道
路
で
区
切
ら
れ
た

長ち
ょ
う
ほ
う
け
い
が
い
く

方
形
街
区
に
、「
う
な
ぎ
の
寝
床
」
の
よ
う
な
細

長
い
屋
敷
が
道
路
に
面
し
て
並
ぶ
、
い
わ
ゆ
る
短た

ん

冊ざ
く
が
た
ち
わ
り

形
地
割
が
並
ぶ
町ま

ち
や屋

の
遺
構
群
が
確
認
さ
れ
、

こ
れ
が
信
長
段
階
ま
で
遡
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
信
長
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
開
発
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
小
牧
で
商
工
業
の
発
展
を
基
軸
に
据

え
た
都
市
づ
く
り
を
行
っ
た
の
で
す
。

長方形街区

短
冊
形
地
割

背割り下水

畑または庭

畑または庭

建物

55～
65m

30～
35m

6～7m

井戸
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写真 19　後期の町屋から出土した陶磁器
（黄

き ぜ と

瀬戸や志
し の

野製品が多数含まれています。）

再
び
清
須
（
愛
知
県
清
須
市
）

　
　
　
―
近
世
的
城
郭
へ
―

写真 18　町屋の様子（1991 年度の調査　南から）
（井戸が一列に並んでいることから、短冊形地割の町屋
だったと推測されています。)

　
美み

の濃
を
攻
略
し
た
信
長
は
、
自
身
が
理
想
と
す

る
城じ

ょ
う
か
く郭と

城
下
町
を
安あ

づ
ち土

で
結
実
さ
せ
ま
し
た
。

本ほ
ん
の
う
じ

能
寺
の
変
で
信
長
の
天
下
統
一
の
夢
は
頓
挫
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
流
れ
は
豊
臣
秀
吉
に

受
け
継
が
れ
大
坂
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
小こ

ま
き牧

は
そ
の
立
地
条
件
が
悪
か
っ
た

の
か
、
そ
の
後
の
町
の
発
展
は
み
ら
れ
ず
、
尾お

わ
り張

の
中
心
的
な
都
市
は
依
然
と
し
て
清き

よ
す須

で
し
た
。

信
長
死
後
の
対
応
を
協
議
し
た
場
所
が
清
須
に

な
っ
た
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
清
須
会
議
）
か
ら
も
そ

の
位
置
づ
け
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
信
長

の
次
男
織
田
信の

ぶ
か
つ雄
が
尾
張
・
伊い

せ勢
・
伊い

が賀
を
管

轄
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
天

て
ん
し
ょ
う正
十
三
年
十
一
月

（
一
五
八
六
年
一
月
）
に
発
生
し
た
天て

ん
し
ょ
う
じ
し
ん

正
地
震
を

契
機
に
、
信
雄
は
清
須
に
入
城
し
ま
し
た
。

　
そ
の
際
に
信
雄
は
、
将
軍
邸
を
範
と
し
た

守し
ゅ
ご
や
か
た

護
館
の
清
須
城
を
廃
し
て
、
安
土
や
大
坂
と
同

様
な
「
近
世
的
な
」
城
郭
と
城
下
町
を
建
設
す
る

大
改
修
を
行
っ
た
の
で
す
。
こ
こ
で
は
改
修
後
の

新
し
い
清
須
を
「
後
期
清
須
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
信
雄
は
、
廃
止
し
た
守
護
館
の
対
岸
に
本
丸
な

ど
を
新
た
に
造
成
し
、
周
囲
に
石
垣
を
築
き
内
部

に
瓦か

わ
ら
ぶ葺
き
建
物
の
天
守
を
建
造
し
ま
し
た
。
発
掘

調
査
で
は
、
旧
河
川
跡
に
立
地
し
て
い
る
た
め
基

礎
に
土
台
木
や
杭
な
ど
を
多
用
し
地
盤
強
化
に
努

め
た
工
夫
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

十
数
ト
ン
に
お
よ
ぶ
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の

中
に
は
金き

ん
ぱ
く
お

箔
押
し
瓦
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
城
下
に
は
、
小
牧
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
長
ち
ょ
う
ほ
う
け
い

方
形

街が
い
く区
の
中
に
並
ぶ
短た

ん
ざ
く
が
た
ち
わ
り

冊
形
地
割
の
町ま

ち
や屋
が
広
く
展

開
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
度
に
発
掘
調
査
さ

れ
た
地
点
で
も
、
後
期
清
須
で
は
南
北
に
細
長
い

屋
敷
が
東
西
に
並
ぶ
町
屋
の
遺
構
群
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
城
下
町
全
体
を
三
重
の
堀

で
囲
む
総そ

う
が
ま構

え
も
設
置
さ
れ
、
武
家
地
と
町
屋
・

寺て
ら
ま
ち町
の
地
区
割
が
よ
り
明
瞭
に
区
分
さ
れ
、
城
下

町
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
こ
の

城
下
町
の
姿
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
の
が
、
名
古

屋
城
下
町
で
し
た
。



13

図 8　後期清須城下町の復元想定図　（2012 年　鈴木作成）

二の丸

北曲輪
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王
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町屋
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小規模
武家屋敷

本
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0　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　500m
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写真 21　後期清須城本丸　東面の石垣（南から）
　　（脆弱な地盤に対応するため土台木を組み合わせていました。)

写真 20　墨書「雑賀」
( 清須城の石垣石に記されていました。）

織
豊
系
城
郭
の
特
徴

　
織
田
信
長
と
豊
臣
秀
吉
が
天
下
統
一
を
進
め
て

い
く
過
程
で
、
特
徴
的
な
城
づ
く
り
の
パ
タ
ー
ン

が
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
要
素
を
兼
ね

備
え
た
城じ

ょ
う
か
く郭は

「
織

し
ょ
く
ほ
う
け
い
じ
ょ
う
か
く

豊
系
城
郭
」
と
呼
ば
れ
て
い

て
、
多
く
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
中

世
城
郭
に
詳
し
い
中
井
均
さ
ん
は
、
織
豊
系
城
郭

の
要
素
と
し
て
「
高た

か
い
し
が
き

石
垣
・
瓦
・
礎そ

せ
き
た
て
も
の

石
建
物
」
の

三
点
セ
ッ
ト
が
揃
う
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
従

来
の
日
本
で
は
寺
院
か
宮
殿
で
し
か
見
ら
れ
な

か
っ
た
石
垣
を
伴
う
瓦か

わ
ら
ぶ葺

き
礎
石
建
物
を
城
郭
に

取
り
入
れ
る
点
が
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
権
力

の
強
さ
を
民
衆
の
目
に
見
え
る
形
で
誇
示
し
た
効

果
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
「
高
石
垣
・
瓦
・
礎
石
建
物
」
の
三
点
セ
ッ

ト
は
、
岐ぎ

ふ
じ
ょ
う

阜
城
で
そ
の
基
礎
が
で
き
、
安あ

づ
ち
じ
ょ
う

土
城

で
完
成
し
た
も
の
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
が
成
立

し
て
い
く
経
過
を
確
認
し
て
い
く
と
、
前
期

清き
よ
す須

で
は
三
点
セ
ッ
ト
は
全
く
認
め
ら
れ
ず
、

小こ
ま
き
や
ま
じ
ょ
う

牧
山
城
で「
高
石
垣
」が
先
行
し
て
成
立
し
て
、

岐
阜
に
至
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
城
郭
の
出
入
り
口
（
虎こ
ぐ
ち口

）

の
形
の
変
化
、
長ち

ょ
う
ほ
う
け
い
が
い
く

方
形
街
区
と
短た

ん
ざ
く
が
た
ち
わ
り

冊
形
地
割
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
町ま

ち
や屋

の
登
場
（
織

し
ょ
く
ほ
う
け
い
じ
ょ
う
か

豊
系
城
下

町ま
ち

）
や
、
土は

じ
き
さ
ら

師
器
皿
（
か
わ
ら
け
）
を
中
心
と

し
た
武
家
儀
礼
か
ら
茶
の
湯
を
活
用
し
た
武
家

儀
礼
へ
の
変
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
織
豊
政
権
の
拠
点
と
な
っ

た
城
館
が
（
下お

り
づ津
→
）
清
須
・
岩い

わ
く
ら倉
→
小
牧
→

岐
阜
→
安
土
→
大
坂
の
よ
う
に
移
動
し
て
い
く

中
で
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
が
ど
の
段

階
で
ど
の
よ
う
に
成
立
し
て
い
く
か
を
確
認
し

て
い
く
と
、
織
豊
政
権
と
は
何
だ
っ
た
の
か
を

読
み
解
く
手
が
か
り
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

写真 22　後期清須出土の瓦類

軒平瓦（桐
きりもん

紋）▶
（中央に桐紋が施され
ています。)

◀金箔押し飾瓦（木
もっこうもん

瓜紋）
（大

おおむね

棟の部分や壁などに使用されました。）
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写真 23　後期清須の鍛冶屋町推定地（11D 区　西から）
（区画溝で細長く区切られた屋敷が並んでいます。）

写真 26　取
と り べ

鍋
（銅細工師が使用したと思われ、内面に金属を溶
かした際に発生する不純物が付いています。）

鍛
冶
屋
町
・
銅
細
工
師

　
守し

ゅ
ご
し
ょ

護
所
に
伴
う
町ま

ち
ば場

や
、
あ
る
い
は
織

し
ょ
く
ほ
う
せ
い
け
ん

豊
政
権

下
で
の
城
下
町
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
人
や
職
人

が
活
動
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。「
職

し
ょ
く
に
ん
う
た
あ
わ
せ

人
歌
合
」

な
ど
の
絵
画
史
料
や
記
録
を
み
る
と
、
番ば

ん
じ
ょ
う匠や
壁か

べ

塗ぬ
り

、
桧ひ

も
の
し

物
師
や
鍋な

べ

売
り
な
ど
多
様
な
職
種
が
記
述

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
確

認
さ
れ
る
商
人
や
職
人
の
痕
跡
と
な
る
と
そ
の
種

類
は
限
ら
れ
て
し
ま
い
、
多
く
の
産
業
廃
棄
物
を

出
す
鍛か

じ

や
冶
屋
や
銅ど

う
ざ
い
く
し

細
工
師
が
目
立
っ
て
し
ま
う
の

は
仕
方
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
下お
り
づ津
・
前
期
清き

よ
す須
・
小こ

ま
き牧
・
後
期
清
須
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
鍛
冶
屋
や
銅
細
工
師
が
操
業
し
た
痕
跡

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
津
で
は
寺
院
と
青あ

お
き木

川が
わ

に
挟
ま
れ
た
区
域
、
前
期
清
須
で
は
武
家
屋
敷

群
の
外
縁
部
で
操
業
さ
れ
て
お
り
、
屋
敷
割
や
均

等
に
配
置
さ
れ
た
井
戸
な
ど
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

遺
構
が
繰
り
返
し
掘
削
さ
れ
続
け
た
様
子
か
ら
、

そ
こ
で
安
定
し
た
屋
敷
を
構
え
た
雰
囲
気
は
感
じ

ら
れ
な
い
の
で
す
。

　
一
方
、
小
牧
と
後
期
清
須
で
は
、
城
下
町

の
町
屋
の
あ
る
一
角
に
集
め
ら
れ
恒
常
的
に
操

業
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
小
牧
で
は
、

写真 25　金床石
（鍛冶屋が使用したと思われます。
表面が部分的に焼かれて赤変して
います。）

写真 24　屋敷の内部の様子　（11D 区　南から）
　　　（屋敷の中には掘立柱建物の他に井戸と金床石がありました。）

「
鍛か

じ
や
ま
ち

冶
屋
町
」
と
地
名
が

残
る
場
所
で
、
鍛
冶
職

人
特
有
の
廃
棄
物
が
た

く
さ
ん
出
土
し
て
お
り
、

職
人
町
が
あ
っ
た
こ
と

が
裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
後
期
清
須
で
は
、

小
溝
で
区
画
さ
れ
た
細

長
い
屋
敷
の
中
に
鍛
冶

炉
や
金か

な
と
こ
い
し

床
石
が
埋
設
さ

れ
た
遺
構
な
ど
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

金床石
井戸

屋敷割の溝
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写真 27　後期清須出土の黄
き ぜ と は ち

瀬戸鉢

お
わ
り
に

愛
知
県
陶
磁
資
料
館
企
画
展
　

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
埋
蔵
文
化
財
展

愛
知
県
立
大
学
地
域
連
携
事
業

戦
国
の
あ
い
ち

	
-

信
長
の
見
た
城
館･

陶
磁･

世
界-

　
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
八
日
〜
九
月
三
十
日
　
　
　

		

発
行
日
：
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
八
日

	

発
行
：
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

製
作
・
編
集
：
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
こ
れ
ま
で
に
十
五
〜
十
七
世
紀
初
頭
ま
で
の
尾
張
の
政
治
的
な
中
心
地
の
変
遷
を
み
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
城
や
町
の
形
に
着
目
す
る
と
、
織
田
信
長
・
小
牧
の
出
現
が
大
き
な
画
期

で
あ
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
そ
れ
以
前
の
下
津
・
前
期
清
須
・
岩
倉

で
も
、
他
の
集
落
に
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
規
模
の
金
属
製
品
生
産
が
操
業
さ
れ
た
町
場
の
存

在
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
の
成
熟
と
い
う
「
地
力
」
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
織
田
信
長
の
都
市
づ
く
り
が
計
画
さ
れ
、
有
効
に
機
能
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
い
つ
の
時
代
も
、
民
衆
の
活
動
の
進
展
が
新
し
い
歴
史
を
創
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
、
改

め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

戦
国
時
代
の
尾
張
の
歴
史
は
奥
深
く
、
本
展
で
は
膨
大
な
調
査
成
果
や
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
の
一
部
し
か
示
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
内
容
は
企
画
者
の
見
解
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、
反
論
や
異
論
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
次
の
文
献
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
と
、
理
解
が
深
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

・
内
堀
信
雄
・
鈴
木
正
貴
・
仁
木
宏
・
三
宅
唯
美
編
　
二
〇
〇
六
年
『
守
護
所
・
戦
国
城
下
町
』
高
志
書
院

・
千
田
嘉
博
　
二
〇
〇
〇
年
『
織
豊
系
城
郭
の
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会

・
仁
木
宏
・
松
尾
信
裕
編
　
二
〇
〇
八
年
『
信
長
の
城
下
町
』
高
志
書
院

・
前
川
要
　
一
九
九
一
年
『
都
市
考
古
学
の
研
究—

中
世
か
ら
近
世
へ
の
展
開—

』
柏
書
房

　
な
お
、
後
期
清
須
城
の
復
元
案
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
　h

ttp://w
w
w
.m
a
ibu
n
.co
m
/to
p/

　
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

・
鈴
木
正
貴
　
二
〇
一
二
年
「
後
期
清
須
城
本
丸
考
」『
研
究
紀
要
』
第
十
三
号
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

【
謝
辞
】

　
本
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
清
須
市
教
育
委
員
会
・
小
牧
市
教
育
委
員
会
・
国
際

文
化
財
株
式
会
社
・
安
達
奈
々
・
小
野
友
記
子
・
葛
西
有
香
・
柴
垣
哲
彦
・
坪
井
裕
司
・

中
嶋
　
隆
（
敬
称
略
）
の
多
大
な
ご
協
力
を
得
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

＊
本
展
の
企
画
お
よ
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

は
鈴
木
正
貴
が
行
い
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
編
集

は
堀
木
真
美
子
が
行
い
ま
し
た
。


